
平成２２年度 学校自己評価システムシート（県立春日部東高等学校） 
 
                                                                                               

 
   
 目指す学校像 
   

 
 文武両道の進学校として、人格の形成と進路の実現を目指して、生活指導と部
活動の充実により生徒の生きる構えを培うとともに、学習指導と進路指導の充実
により学びの構えを育成する。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 達 
 
 成 
 
 度 
 
 

 
 Ａ 
 

 
  ほぼ達成 （８割以上） 
 

                ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評 
                  価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて 
                  評価を受けた日とする。 
    

 Ｂ 
 
  概ね達成 （６割以上）  

 
   重 点 目 標 

 
１ 授業評価、公開授業週間により、授業改善を図るとともに授業規律を高め、

生徒一人一人の学力の向上を図る。 
２ 「総合的な学習の時間」の充実と「生活と学習の記録」を活用し、生徒に学習習
 慣を身に付けさせ、進路の第一希望実現を図る。  
３ 本校の教育活動の情報発信を積極的に行い、地域の学校として開かれた学校づく
 りに取り組む。 

 
 
 
 
 
 

 
出席者  学校関係者          ５名 

         
 生徒                  ３名 

 
         事務局（教職員）     ３名 

 
 
 Ｃ 

 
  変化の兆し（４割以上） 

 
 Ｄ 

 
  不 十 分 （４割未満） 

   
 

     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
      ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
 

学    校    自    己    評    価 
  

学 校 関 係 者 評 価 
年    度    目    標 年  度  評  価 （１月３１日 現在  ） 実施日 平成２３年１月３１日 

 
番号 

 
現状と課題 

 
評価項目 

 
具体的方策 

 
方策の評価指標 

 
評価項目の達成状況 

 
達成度 

 
次年度への課題と改善策 

 
学校関係者からの意見・要望・評価等 

 
１ 
 

 普通教室の冷房化など
落ち着いた学習環境が整
備されている。 
 授業は静かに聞いてい
るが、自ら積極的に学習す
る意欲に欠ける生徒も多
い。家庭学習が不足してい
る。 
 教科会の時間を設定す
ることが難しいが、組織的
計画的な学習指導をする
必要である。 

 
授業改善を始めとす
る学力向上に関す
る取組 

①月１回教科会の研修を行う。 
 
②校内相互授業公開を実施す
  る。 
③校内評価システムを確立し、
 アンケートの実施、集計し、
 結果のフィードバックを実
 施する。 
 
④「生活と学習の記録」実施・
 指導を行い、家庭学習の充実
 を図る。 

 
・授業が分かると答える

生徒の割合 ６割 
 
・進研模試偏差値50以上 
           ７割 
 
・平日の家庭学習時間 
 （隙間時間を含む） 
    学年＋１時間 
 

授業評価の結果、授業内容
が「理解できている」「ほぼ
できている」の割合、 
全体：54％ 

 11月の進研模試において、
偏差値50以上の割合は、 
１年：52.5% ２年：18.9% 
３年文：44.4% 理：22.5% 
直近の「生活と学習の記録」

では、平均家庭学習時間は、 
１年：１時間14分（１日） 
２年：１時間21分（１日） 

 
 
 
Ｂ 

授業評価を９月に実施し、
その結果を10月に提示した。 
結果のフィードバックが遅
れ、学年・教科等の課題の検
討が次年度となった。 
 教員相互の授業公開週間
を年間３回実施したが、積極
的な活用とはならなかった。 
 授業見学や授業評価結果
等を踏まえた、教科での研修 
、更なる授業の改善が必要で
ある。 

廊下の壁に絵画を掲示しているのはと
てもよい。各教室の中は未だ寒々しいよう
な雰囲気なので、高校とはいえ掲示物も工
夫し、情操を育て、落ちついて授業に取り
組める教室づくりを視野に入れるのはい
かがか。 

授業評価結果を見ると、「理解できてい
る」「ほぼできている」の割合は全体の５
４％である。授業評価の際に重要なのは「
何を」「どのように評価するか」であるこ
とから、まず、評価項目の見直しが必要で
ある 

２ 
 

 本校入学生の９５％以
上が大学進学を希望して
いる。ここ数年、大学進学
率が８０％前後で推移し
ている。 
 組織的・計画的な進路指
導計画ができている。 
 隙間時間などの活用が
できていない生徒が多い。
 進路意識に目覚めるの
が遅い生徒がいる。 
 生徒の自主性、自立力の
育成は継続的に行う必要
がある。   

 
自立力の向上と進路
希望の実現への取組 
 
 
 

 
①生徒学習計画表の作成し、予
 習復習の時間を増やす。 
 
②面談指導を学期に１回実施、
 充実を図る。 
 
③進路検討会議等により、進
路ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞを充実する。 

 
④総合的な学習の時間を活用
し自立力の育成を図る。 

 

 
・年間皆勤生徒数  300名 
 
・部活動加入率 
    １・２年  100% 
        ３年  90% 
 
・第一志望合格率 50% 
 
・早慶上智理合格30件 
 
・国公立合格50件 
 

皆勤者数(12/24現在) 
３年生： 
１年間皆勤者：144名(40%) 
３年間皆勤者： 77名(21%) 

 
部活動加入率(1/25現在) 
 １年：102.7% 
  ２年：  96.2% 
  ３年： 88.4% 
 

(3/15現在) 
早慶上智理合格４件 
国公立合格18件 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

三カ年皆勤者数は、昨年比
７名増となる。部活動加入率
は昨年比2.3%減。 
  
 現在、進学に関する評価指
標については、全結果が出て
いないが、数値を達成するに
は厳しく、例年と同じと思わ
れる。 
 
 校訓である「文武両道」の
実現に向け、伝統を重んじな
がら、新たな試みが必要とさ
れる。 

自律学習へ向けた努力は評価される。 
「自律力の向上」は単なる面談指導等で育
成されるものではない。併せて「進学へ向
けた意識」を生徒に持たせるために、自分
が将来どのような職業に就きたいかを、明
確に意識させるような方策が必要である。 

授業時間の中で自立力を高めていける
方法を工夫することも重要。勉強に関して
、私たちは「学ぶこと＝承ること」という
意識が刷り込まれているので、この受け身
の意識が様々な場面で自立を阻み、自己の
行動を規制していく。教師との関係や生徒
同士の学びの関係をつくり変えることに
よって、自立を促すことにつながる。 

３ 
 

 学校の教育活動に、保護
者は協力的である。  
 学校説明会等への参加
者が減尐傾向にある。 
 中学校への働きかけが、
不活発になっている。 
 本校受検志願者が減尐
している。 
 教育活動に関して中学
校や中学生等に情報を発
信することが必要である。 
 
 
 

 
開かれた学校づくり
の取組 

①ホームページを業者に委託
し見やすい分かり情報を発
信する。 

②ホームページの更新の分担
を明確にし、常に新鮮な情報
を提供する。 

③学校説明会を年５回実施し、
 充実を図る。 
④学校評議員・評価懇話会を年
 ３回開き外部からの意見を
 教育活動に積極的に反映す
 る。 
⑤中学校訪問の分担役割を明
確にし、年２回実施する。 

 
 
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽ数 
    月：1,000回 
 
・各学校説明会参観者数 
 参観者：1,000名 
 

ホームページを改善して、
情報発信力のあるものとなっ
た。７月～12月の月平均アク
セス数 

15,970回 
学校説明会年間５回実施し

延べ1,901名の参加者を得た。 
 
学校評議員・評価懇話会は年

２回の開催となった。 
 
中学生による上級学校訪問 

22中学162名来校、中学PTA７
校312名、中学での説明会10校 
 
全教員による中学訪問 年２回 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

 企画部会を中心に、全教員
による組織的・計画的な生徒
募集を行ったが、現在のとこ
ろ、本校への志望状況は、昨 
年比50名減となっている。 

 
次年度、ホームページに

更に改良を加え、ブログ形
式を多く入れた、発信力の
あるホームページとなるよ
う、組織的に取り組む必要
がある。 

  
図書館におけるすぐれた教育実践を市

内の小・中学校に伝える取組を進めていた
だいていますが、今後も連携・協力を一層
推進していただきたい。その一環の具体例
として、近隣幸松地域の小・中学校生、保
護者等が貴図書館を利用させていただけ
るような体制をつくっていただけないも
のでしょうか。 

これまでのホームページ運用をさらに
検討し、新しい情報を、積極的に頻繁に発
信することができるよう取り組んでいる
ことは大きく評価される。今後は動画情報
を織り込むことで、より魅力的な東高校を
アピールすることができると考える。 

 


